
麓・老神地区

市では、令和２年７月豪雨災害からの復旧復興に向けた大きな指針となる「人吉市復興計画」を３月
に策定しました。計画の基本方針では“市民一丸となって取り組む復興”を掲げ、この甚大な災害を乗り
越えさらにより良いまちとしていくためには、地域住民、地域事業者、行政等が一体となって復興への
歩みを進めていく必要があります。

今回策定した「人吉市復興まちづくり計画」は、被害を受けた地域等の実情や課題が異なることを踏
まえ、地域ごとにどういった対策や取組が必要かを住民の方が中心となり検討を重ね、復興に向けて地
域が提案する内容を整理し、計画にまとめたものです。災害に強く、未来への希望につながるまちづく
りに向けて、ハードとソフトの両側面から地域ごとに必要な対策、取組をまとめています。

■計画の対象地域
市全域を対象としますが、特に被害が甚大であった地域を「重点地区（８地区）」と設定し計画を整

理しています。また、市中心部で一体的に取組を進めていくことが求められるまちなかエリアについて
は「人吉市まちなかグランドデザイン」として計画を整理しています。

■計画の推進に向けて
復興まちづくりにあたっては、地域住

民、事業者、行政等が自ら主体的に取り
組むことが重要です。
適切な役割分担のうえで連携・協働し

一丸となって計画実現に向け取り組みを
進めます。

※計画はＲ3.10月時点版を初版として取りま
とめ、復旧復興の進捗や状況変化を踏まえ柔
軟に見直しを行います。

■計画期間

■計画策定の目的

令和３年度～令和９年度

概 要 版

令和３年10月版

■計画の検討体制

市全域

中心市街地地区 青井地区 麓・老神

地区

球磨川

左岸地区
薩摩瀬地区

温泉下林

地区
中神地区 大柿地区

区域の一部

被災市街地復興推進地域

まちなかエリア 重点地区（被害が大きかった地区）

地区別懇談会等における
必要な対策等の検討
（R3.4月～10月）

人吉市復興まちづくり
計画へ反映

●地域の課題だし
●治水対策とまちづくり・避難の考え方
●地域の課題をもとに必要な対策の検討
●復興まちづくり計画案として整理

計画全文は市ホーム
ページでご確認いただ
けます。

読み取ると市ホーム
ページへリンクします

（問い合わせ）人吉市役所復興支援課
☎ ０９６６－２２－２１１１(代)
Mail:  fukkousien@hitoyoshi.kumamoto.jp
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地域の高齢化、空洞化への対
応

コミュニティの再生

趣きのあるエリアの再生・移住促進

地域コミュニティの再編成・交流促進

人吉城址周辺の交流の場づくり

昼間人口の増加への対応
新市庁舎周辺のまちづくり
の検討

施設の利用環境の向上・交流機会の創出

人吉城址周辺の活性化 人吉城址周辺の活性化 復興まちづくりの取組と連携した人吉城址周辺の活性化

安全な避難場所・避難ルート
の確保

安全な避難場所・避難ルー
トの確保

民間施設への災害時の協力依頼

災害時・避難時用の駐車場の確保

防災拠点等の整備

避難誘導体制の整備と仕組み
づくり

避難誘導体制の強化
町内会の防災業務の引継ぎの徹底

地域性を反映した防災マップの作成

球磨川本川と支川の合流部の
氾濫対策

流域治水プロジェクトによ
る本川・支川の水位の低下

流域治水プロジェクトによる本川・支川の水位の低下

市街地の浸水対策の推進
防災拠点（医療センター、新市庁舎等）を守る広範囲の
浸水対策

地域性を活かした復興まちづ
くり

地域が一体となった復興ま
ちづくり方針の共有

「人吉市まちなかグランドデザイン」に基づく地区間連
携の強化

人吉城址周辺の活性化

人吉城周辺の拠点性の向上

人吉城歴史館・城址公園の再整備

利用を促進する親水空間や広場、散策路の整備・活用

市役所跡地の駐車場利用

ウォーカブルなまちづくり
の推進

回遊ネットワークの空間整備

HASSENBAと人吉城を舟でつなぐ

ICTを活用した散策メニューの開発

観光資源としての老神神社の活用促進

中川原公園の活用

■復興まちづくり計画の基本方針

復興まちづくりの目標

麓・老神地区の復興まちづくり計画

組取の体具針方組取題課な主の区地

復興にあたっては、流域治水プロ
ジェクトに基づく治水対策の推進を
前提としながらも、くらしやコミュ
ニティ、地域経済の再生を図りなが
ら災害に負けないまちづくりを進め
ていく必要があります。
この計画では右図に示す視点に

沿って各地域の取組方針を整理して
います。

対 象地 域 麓町、老神町、新町、田町、南寺町

歴史と未来が共存するまちづくり

【復興に向けての３つの柱】 【復興まちづくりの視点】

視点５：防災性の高い建て方の誘導

視点６：命を守る避難方法の見直し

視点４：都市活動を支える土地利用の実現

視点３：持続可能な地域経済の再生

視点１：暮らしを支える住まいの再建

視点２：地域を支えるコミュニティの再生

①被災者のくらし再建と
コミュニティの再生

②力強い地域経済の再生

③災害に負けない
まちづくり
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麓・老神地区 復興まちづくり計画【地区整備方針・避難ルート図・コミュニティの再生】

人吉市保健センター
（指定緊急避難場所）
（指定避難所）

相良神社

林鹿寺
（自主避難所）

東林寺
※田町と覚書済

瑞祥寺

既存の避難所等

避難所等の候補

防災施設等の候補

避難路

災害時の駐車場の候補

球磨焼酎組合

原城奥

第一中学校
（指定緊急避難場所）
（指定避難所）

市役所新庁舎
総合防災拠点としての機能充実
新庁舎１階～2階を一時避難所として
利用可能になる予定

永国寺

特別養護老人ホーム
聖心ホーム
（福祉避難所）

道路の拡幅

道路の拡幅

災害時の駐車場の候補（地区外）
• 東間小学校
• 華の荘リゾートホテル
• 川上哲治記念球場
• 九州自動車道（人吉球磨スマート
IC～人吉IC）

うぐいすだに広場

相良神社横

第一中学校

旧商店街のリノベーション
※要協議

立体駐車場
（城南家畜保健衛生所）

新市役所庁舎周辺
のまちづくりの検討

中川原公園
• 中高生、週末のファミリー層が集う場所
• 歴史資料館から川を渡る散策道の整備（飛び石）

人吉城跡ふるさと歴史の広場
（指定緊急避難場所/洪水を除く）

飲食店の出店促進
• 平日の昼間人口、ファミリー向けの日常使い
の飲食店

• 青井、中心街の飲食店の受け皿（復旧中
の仮店舗）

樋門の排水機能の改善
（二次放水路の整備）

面的な排水機能の改善
• 越水した際に防災拠点である医療セ
ンター、市役所を守る排水機能改善
が必要

道路沿いの街灯
設置検討

越水対策
• 景観を維持した上で胸川のバックウォーター、
球磨川の越水を防ぐ抜本的な対策 (河道
掘削等、防災拠点である医療センター、市
役所を守る)

人吉ひかりの復興計画
による魅力発信

夜のそぞろ歩き

空き地の駐車場利用

桜並木の整備

老神神社の観光資源としての活用
• 神事の活性化 ※要協議

新町町内会館
（自主避難所）

城壁の下、水ノ手橋までの散策
道の整備

中川原公園～人吉城址
を一体とした景観の維持

人吉医療センター
• 防災拠点としての機能充実

歩道の整備
• 街路樹の根への対応

キャンプ場

石垣が見える
ように伐採

街灯の整備（公園基準
+夜間利用を想定）

人吉城（中世）
• 将来的な利活用

車道の撤去、芝生広場
※眺望が良い

イベント時の資材搬入口

花壇の撤去
遊歩道の整備

駐車場
※市役所跡地

人吉城址の利活用
アイデア

歴史の広場（イベント会場・憩い
の場としての利用拡大）
• キッチンカーなどの出店促進

歴史資料館
• 観光情報センター
• 公設民営型のカフェ
• 定期的な朝市の開催
• 東屋として機能
• 地下展示の再開

コミュニティの再
生
産業・就業の活性
化（観光を除く）
観光・交流の
促進

※「人吉城址の利活用」枠内を除きます

HASSENBAと人吉城
をつなぐ舟ルートの開発

排水処理機能の向上
※水の手橋が少し高い分、
城址や田町他から流入した
水が吐けない

信号機の設置検討

※避難場所については、令和３年度避難場所の内容に合わせ一部修正しています。本編は次回改定時に合わせて修正を行う方針です。 54



日本遺産の
情報等を発信

梅花の渡し
球磨川下りの再開

歴史的建物、公衆浴場等
を活かした町並み形成

共同住宅や立体駐車場(避難
ビルも兼ねる）の整備検討

風景の核である青井阿蘇神社
に配慮した景観形成及び
歴史文化拠点の形成

路地空間など、これまでの
風情を活かした一体的再生
区画整理等による道路・公
園等基盤整備など

球磨川を活かし
たまちづくり

高い建物の避難ビルとしての活用検討
土地の高度利用等による賑わい・利便性
の強化を検討

コンテナマルシェ
石蔵活用等による
賑わい拠点形成

人吉城址公園周辺を
憩いの場として保全

テラス席のように川に
向いたつくりにする

床を高くするとともに水の勢いを弱
める建物の建て方を誘導
川沿いの立地を活かした起業家支
援機能等の導入を検討

公園、図書館、文化センター、
温泉センターなど、人が集ま
れる場の形成

歴史的建物等を
活かした町並み形成

歴史的石垣・生け垣等を
活かした町並み形成

駅及び交通結節機能を活かした
交流拠点の形成

蓮池も含め、神社と一体的な
賑わい空間・広場等を創出

地区全体の一体的再生
区画整理等による宅地・道
路・公園等基盤整備など

面的な整備を含め、重点的に
迅速な復興まちづくりを推進

面的な整備を含め、
重点的に迅速な復興
まちづくりを推進

城見庭園の眺望を活かし
「HASSENBA」と連携した
賑わい拠点を形成

観音寺等歴史拠点を
活かした回遊・散策
の促進

国道445号の拡幅整備

共同住宅や立体駐車場(避難
ビルも兼ねる）の整備検討

「くまりば」まで繋がる
賑わい・交流連携軸の
形成

「HASSENBA」まで繋が
る賑わい・交流連携軸
の形成

青井阿蘇神社青井阿蘇神社

「くまりば」へ「くまりば」へ

「HASSENBA」へ「HASSENBA」へ

人吉駅人吉駅

球磨川球磨川
人吉橋人吉橋

大橋大橋
中川原公園中川原公園

水ノ手橋水ノ手橋

山田川山田川

人吉城址公園人吉城址公園

鍛冶屋町通り鍛冶屋町通り

球磨川くだり
HASSENBA
球磨川くだり
HASSENBA

観音寺観音寺

城見庭園城見庭園

東小学校東小学校

人吉旅館人吉旅館

禊橋禊橋

茶の蔵茶の蔵
醸造蔵醸造蔵

うなぎうなぎ
焼酎蔵焼酎蔵

石蔵石蔵
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令和３年10月作成人吉市まちなかグランドデザイン～中心市街地地区、青井地区、麓・老神地区の３地区が連携したまちなかの将来ビジョン～

青井地区
青井阿蘇神社を中心とした
歴史文化・賑わいの形成

中心市街地地区
人吉市の中心地として
賑わい・活力を形成

麓町・老神地区
人吉城跡を中心とした
歴史・文化の拠点形成

賑わい・交流軸 ３つの杜を連携する、賑わい・交流を促進する軸の形成

賑わい・交流連携軸 周辺の拠点と連携する、賑わい・交流軸の形成

球磨川プロムナード軸 球磨川の魅力を活かした親水空間の形成

山田川親水軸 山田川の魅力を活かした親水空間の形成

回遊散策路 人吉の魅力を楽しめる散策コースの形成

人が集い賑わう交流拠点の形成

歴史・文化資源を活かした拠点の形成

自然環境等を活かし、潤いを感じ憩える拠点の形成

避難場所も兼ねたまちなか居住の拠点の形成

川沿いの環境を活かした創造・交流を促進する拠点の形成

ンーゾ進推の組取■杜のつ３る創を来未いる明ぎ継り語を史歴の吉人■
風致地区

公園・緑地

史跡人吉城跡

登録文化財

歴史的建物等

仮設店舗等

温泉・公衆浴場

■賑わい・交流・回遊を促進する軸

青井の杜（古代中世）、城址の杜（中世近世）、復興未来の杜（現在から未来）

※賑わい・交流軸、賑わい・交流連携軸、球磨川プロムナード軸、山田川親水軸は機能として回遊散策路を兼ねます。
被災市街地復興推進地域
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